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霊芝元照の浄土教帰入
二

















































































といい、 『梵網経』を経証として、仏教を学ぶ のであれば、在家 出



















































































































































とあるように、出家の人は禅宗でも天台や華厳などの教宗であっても、戒を具えないものはなく、そもそも出家の人であれば戒と律の双方を具えるべきであり、それではじめて、解脱の因を修することになる であり、比丘として、人天の供養を受けることができるのも、 の戒律を受持しているこ によ のであるとしてい 。元照は、 『遺教経』所説のように、衆生の心が悪と離れがたいものであり、猿や野馬のようにその心の制御は難しいとしながらも 出家において 在家以上に戒律受持が大切であり、仏法を住持 、教化を行う身 は不可欠な のであることを明かすのである。このように 元照 おける戒律 衆生の機根の如何に拘わらず、仏門に入れば必ず受けなくて らない のと位置づけられているのである。
戒律を中心に学んだ元照にとって、戒律を勧めることは末法時であっ






































































































































諸仏の護念を受けてすみやかに悟りへ向かうとしている。そして、そのようにすぐれた浄土の教えにめぐり会うことは万劫にも逢いがたいがここに千生に度ともいうべき値遇を得たとして、遠い未来を尽くすまで自ら称揚し、多くの衆生にも勧めることなどを誓っ 。 「薄 の凡夫」という言葉は、道宣や遵式の著作にみられる言葉であるが、元照は自らの惑業に って かりしれぬ過去から苦しみの世界を輪廻しているものという内容を付加して、そ 意味 深 て る。そ 上で そのような衆生でも往生を願い、阿弥陀仏 名を称 れば、極楽に生じることができることを述べて る。
このように、衆生は、あくまでも五濁悪世である末法に生を受け、自



































































































と述べている。元照は、虫類に た まですべての衆生にみな仏性があり、仏体を具えているが、戒を守って生活して得られる善根がないばかりか、諸悪を断ずることができずに生死 輪廻 、解脱す こ できない。そのために、十方諸仏や三世の聖人、阿弥陀仏は、そ 誓願の心によって悟 を取り、その信願行の力によって浄土を荘厳して 説明する。これは 戒を守っ 生活できぬもののために、仏が浄土の荘厳をかまえており、衆生はそれによ べきことを述べている。戒は仏教者として誰しも守るべきも であるが、これがた え守れなくとも、その守れないもののために浄土の教えを仏 用意していると、元照は理解ているのである。
以上のように、元照における末法時の衆生の実践とは、宗旨を問わず、










































































































































































とある。元照は、大病を患って身体はやせ細り、意識は遠のいていった。しかし、そのような状態であるにもかかわらず、死後に自分が赴くところもわ らなかったことから、不安を覚えたようである。病が癒えてぐに、元照はそれまでの浄土教に否定的であっ 自身の見解が過っ いたものであると悟り、心から深く反省し、自己を責めている。その上で、衆生を救おうという志がいかに大き とも、病 倒れれば何もできないと、自己の有限性を実感 て る。そして、 『十疑論』第

疑に、無生












































ものであったかということである。もはや救いようのない罪を犯してしまったことの自覚は、元照をして仏前で苦を生じるほど 激しい五体投地による懺悔を行わ めたのであり、さらには多くの衆生を浄土へ往生させるべく念仏を勧めるこ を発願させるにいたるのである。元照における謗法の自覚と懺悔は、 元照自身の浄土教信仰を深めたばかりでなく、浄土教による衆生の教化に向かわせる原動力 なっているのであ 。
このように、 「浄業礼讚儀序」における元照の述懐において、はっき
りと自己の有限性の自覚と謗法の自覚によって浄土教へ帰入し、さらに念仏法門へと信仰を進めてい 様子 読みとることができる。 このなか、元照は自身の機根に関して具体的な言及 していな が、
応、 『十疑論』
に登場する無生法忍を得ていない具縛 凡夫 自己の姿 重ね合わせている。もっとも、謗 を犯した自覚を吐露している時点で、 を救いがた 存在ととらえていることは間違いな であろう。
そのような元照にとって浄土教とは、他人を救うための利他的な側面











































体的に述べている。これは、 元照在世当時、 浄土教に対して批判的な人々を指した言葉とも受け取れるが 「浄業礼讚儀序」の内容を勘案するかぎり、浄土教帰入以前の元照自身のことを例としている
と考えられる
。
浄土教を信ぜず、娑婆と う朽ちた家宅に執着して自ら永劫の迷いの生死を好み、慈親のごとき仏の教えにそむいて、生を虚しく終えることは哀しむべきことである。それゆえに、浄土教を信じて、阿弥陀仏 他力を頼む他には自身の惑業を断ち切ることはできないのであり、この浄土教に遇わなければ迷い 生死 出でる道はないと、 元照は述べている。つまり、元照は浄土教を信じていなかった過去 自分の所行 反省自身も含む煩悩に厚く覆われたものが救われる唯の道として浄土の法門を挙げているのである。
以上のように、元照は自己の有限性の自覚に加えて、謗法の自覚と懺
悔があったことによって、浄土教に入信し、念仏法門へ 帰入して ったことを確認することができるのであり、あくま も自身の問題と浄土教を受容してい 察せられ のである。そして そ ような認識に基づいて元照は、謗法を犯した自己をも救う浄土教への信仰心を深めていくのであり、それは浄土教によ 教化へと発展 ていく である。
四、まとめ
元照の浄土教帰入については、先学の指摘 とおり 善導『往生礼讃』





ているものはない。しかし、そも も元照が浄土教を信じていなかったため、浄土教帰入以前における時機観の特徴は、戒律研究において道宣の末法思想の影響を受けていたという以外には考えられない。そし 、浄土教受容後に書かれたとされる『阿弥陀経義疏』や「為義天僧統開講要義」等にみられる、末法五濁世 自力得道が不可能な薄地の凡夫という時機観は、末法五濁世にお て何度も衆生救済 ために輪廻しようと考えていた時の元照 時機観 比べ と、
大きな
変化が認められ
るのである。つまり、そ 変化こそが、大病を患ったことを契機とした自己の有限性の自覚と、それ以前の自己 考えや行いに対する反省であり、このような時機観の著しい変化こそが、元照を浄土教帰入へと進ませたのであ 。
元照は、律僧でありながら謗法を犯してしまったことの自覚と深い懺





『梵網経』十重禁戒の謗三宝戒を破したという自覚のもと、自己の問題として求められることとなり、結果的には、独自の浄土教 を構築するこ となるのであ 。註


































（（）『芝苑遺編』所収、 『卍続蔵』五九・六四五頁ａ。（（）戒度 観経扶新論』 （ 浄全』五・五三頁 ）には「靈芝大智律師、平日常曰、生弘毘尼、死歸安養、能事畢」とあり、元照が平生 生きている間は戒律を広め しては浄土へ往かんといっていたことを伝え 。（（）『芝苑遺編』所収、 『卍続蔵 五九・六四四頁ａ
―
ｂ。
（（）『芝苑遺編』所収、 『卍続蔵』五九・六四四頁ｂ。（（）『芝苑遺編』所収、 『卍続蔵』五九・六四二頁ｂ。（（0）『芝苑遺編』所収、 『卍続蔵』五九・六二 頁ｂ。（（（）『芝苑遺編』所収、 『卍続蔵』五九・六四四頁ｂ
―
ｃ。
（（（）『芝苑遺編』所収、 『卍続蔵 五九・六四 頁ａ。（（（）元照の九品説についての先行研究で指摘されているのは 元照が善導と同じく 皆凡の立場をとること および元照が善導と異なり、九品を散善ではなく観行 徒衆観）として位置づけていることの二点である。（（（）『浄全』五・三六二頁上～下、 『大正蔵 三七・二八三頁ｂ。（（（）『大正蔵』三七 三 ａ
―
ｂ。


















































る。特に律僧元照 おける浄土教思想の内実を明らかにすることを主眼とし、その戒 融和した浄土教がいかな 形で展開されてい かを考察した。
第章「元照の思想基盤と浄土教」では、元照の修学環境や人的交流
について考察 元照が浄土教帰入にいたった背景について検討を行った。宋代仏教は諸宗融合思想を基調と ており、元照も例外ではない。その め、まず元照が修学したとされる杭州の寺院に着目し、元照の撰述した『行業記』や『塔銘』等を中心に、そこで 諸宗僧侶との関わりについて言及した。また、元照における末法思想や 帰入時 意識に着目することで 浄土 帰入に関わる環境的な影響 みならず、浄土教帰入にいたった元照自身の内的要因 ついても言及した。その他、現存しないものも含む元照著作の整理を行うこと よって、著作 傾向を明らかにし、そ 上で、 おける浄土教著作 位置づけを確認した。
第二章「仏身仏土観」では、元照の阿弥陀仏観と極楽浄土観について
考察を行った。阿弥陀仏観 関する従来の研究では 戒律関係著作における仏身観が顧みられることがなく、ま 、元照が活躍する以前に行われた、知礼・仁岳の仏身をめぐる論争の内容を考慮した論文も極めて少ない。そこでまず、戒律関係著作も含めた元照の仏身観を整理し、その上で、知礼・仁岳の論争 中心であった阿弥陀仏 相好の問題を踏まえ、元照における阿弥陀 観の特色 た。次に、極楽浄土観につ
いては、これまで、当時の常識ともいえる唯心浄土説を説きながら、方で善導浄土教の影響を受けて指方立相の浄土を説いているとされていた。しかしながら、善導の指方立相の浄土観と元照の浄土観とは基本的に異なっており、元照の浄土観はあくまでも宋代の浄土教諸師の浄土観の影響を受け 成立していると考えられる。そのため、元照における諸仏浄土の理解を整理 た上で 遵式や智円の浄土観 影響を考察し、元照における唯心己性にして有相の極楽について言及した。
第三章「実践行」では、元照における浄土法門の実践行について考察
を行った。周知 とおり、律僧である において持戒は至上命題である。はじめに、そのような持戒を含め 諸行による往生をいかに説いているのかについて 智円 影響 ども考慮 論じた。次に、 『 経新疏』に述べられる観想念仏の内実を明らかにするにあたっては、天台山家山外の論争に関係する観法の問題も視野に入れ、十六観を観心 する知礼に対する元照の批判 着目して考察を行い、元照が何故に観仏を意味する観想念仏を説示しなくてはならなかった かについて言及した。 た元照の説く浄土往生のための実践行の で最も注目さ詳細な検討がなされていないのが持名 である。ここでは そもそも元照におけ 念仏とはいかな も かを整理し、 その上で 「持名」と「称名」の相違、本願念仏説 有無、十称十念説などに着目し、遵式や智円、仁岳による『阿弥陀経』の「執持名号」 解釈などと比較しなが 元照における持名念仏の理解を明らか した。
第四章「往生に関する諸問題」では、元照における臨終来迎思想と往
生思想について考察を行った。従来注目されることがな ったが 阿弥陀仏の臨終来迎を否定す 延寿に対する反駁を行う問答 設けられるど、元照は 浄土教思想上 重要な問題ととらえてい 。ここでは、延寿による不来而来の来迎説の内容を確認した上で、元照 批判の内容を考察し、何故 臨終 迎がなくてはならない したのかについ
て言及した。また、臨終来迎を得て往生する後世の往生を求める元照であるが、方で現世における地想観の成就を指して往生とする言及もみられる。そのような元照 往生とはいかなるものであるのか、往生の当体や地想観解釈の特徴などに着目して元照の往生思想 内容 明らかにし、その上で、元照 往生思想の弟子達への影響を考察した。
以上の四章における考察を通じて、従来の研究で多かった、天台や善
導の思想を継承する者としての元照像を離れ、今まで鮮明にされなかった元照 律系浄土教者とし の思想的特色 見出すことができた。しかしながら、まだ、宋代天台内部に伝持された戒律学の把握や、元照における「心」の理解など、検討すべき課題は多い 今後 元照を含む宋代浄土教を明らかにするためにも、こうした課題を踏まえて研究を進めいく必要があると考えている。
